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DX？
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DXの定義と本質

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、
データとデジタル技術を活用して、

顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、
ビジネスモデルを変革するとともに、

業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・
風土を変革し、競争上の優位性を確立すること

出典：経済産業省 DXレポート2中間とりまとめ
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation_kasoku/
pdf/20201228_2.pdf

変化に迅速に適応し続けること、
その中ではITシステムのみならず企業文化

（固定観念）を変革することがDXの本質であり、
企業の目指すべき方向性
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DXの成否：日本企業の現在地

出典：IPA DX動向2025 https://www.ipa.go.jp/digital/chousa/dx-trend/tbl5kb0000001mn2-att/dx-trend-2025.pdf

1.アナログ・物理データのデジタル化
2.業務の効率化による生産性の向上
3.既存製品・サービスの高付加価値化
4.新規製品・サービスの創出
5.組織横断/全体の業務・製造プロセスの
デジタル化

6.顧客起点の価値創出によるビジネス
モデルの根本的な変革

7.企業文化や組織マインドの根本的な変革

組織変革、ビジネスモデル
変革に至っている企業は
米国・ドイツと比較して

半分以下の現状
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変革はなぜ難しいのか？

各論反対

目的・目標の納得感がない

総論賛成
ROIは？
ROIは？
ROIは？

効率化偏重

やれやれいうが
支援がない…

過剰/過少のトップダウン

役員が何をいう？

改善が重ねられたサイロ化組織

今更変えられない
影響がわからない

当事者意識不足

自分たちは最適化
されているから関係ない

DX推進部が
やってくれるんでしょ？

いつの間にか
ツール導入が目的に

AI使って何かできないか？

手段と目的の逆転
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変革はなぜ難しいのか？

営業 調達
購買

製造 物流 販売
アフター
サービス

生産準備

設計

開発

需要予測 生産計画

試作

営業
調達
購買

製造 物流 販売
アフター
サービス

生産準備

設計

開発

需要・販売
予測

生産計画

試作

商品企画

保全

製造現場の問題例
・納期変更対応に工数が掛る
・工程の可動率が低い
・計画外の残業が発生する
・必要な在庫がない
・検査に掛かる工数が大きい

✓部品バリエーションが多い
✓生産負荷が高い仕様

✓変動に弱い工程設計

✓新技術の検証遅れ

✓サプライヤ評価と選定が甘い

✓削減目標につられて在庫削減

✓受注確度など情報不足

✓設備の老朽化でデータ取得が困難

✓生産/物流拠点配置が最適でない

解決すべき問題はバリューチェーンを横断する
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変革はなぜ難しいのか？

部門間のKPIが対立構造。それを前提にしたときにどう解決をするか？

生産性

ライン標準化

設備制約

生産技術

設計自由度

一品設計

設計変更

設計

顧客満足度

マニュアル整備

保守性

設計コスト

設計変更

性能・デザイン性

設計
アフター
サービス

品質保証

不具合防止

改善要求

品質統制

タクト維持

作業習熟

現場判断

製造

生産平準化

設備稼働率

在庫最適化

生産管理

売上

顧客個別仕様
（多品種少量）

納期遵守

営業

VSVS

VS VS
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DX成功事例①：オランダ SELMERS

概要

背景

ETO（個別設計・受注生産）からCTO（受注組み合わせ生産）への転換

Digital X：Transformation

増え続けるエンジニアリング/管理コスト、属人化によって成長が止まってしまっていた

装置からデータを取得しトラッキング、

品質にFBする基盤の構築

製品コンフィギュレータ/PLMの導入 モジュール化の推進、標準の更新

CTOにあわせた業務・ルールの見直し

意識の変革

CTO 一部ETO ETO

全社員がCTOの考え方を呼吸する

営業は標準を組み合わせて提案
設計はより価値の高い標準を作り出す
製造はより作りやすい標準を作り出す

営業「顧客要望がすべて！100%要望を叶えて！」
設計「その見積、前提どうなってるの？」
製造「現場に降りてくる情報が毎回違う」

出典：SELMERS社HP https://www.selmers.com/news/from-eto-to-cto/
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DX成功事例②：シンガポール DBS銀行

概要

背景

旧態依然の銀行からテクノロジー企業への移行

レガシーシステム・複雑な業務プロセス・顧客満足度の低迷により、競争力が低下

それに加えて、他業種からの参入脅威を感じていた

顧客起点でのジャーニー再設計 意識の変革

私たちは銀行ではなくテクノロジー企業

「26,000人規模のスタートアップ」文化

顧客のジャーニー起点に行動する
全員が“デジタルでどう価値を作るか”を考える
技術を自ら使い、プロトタイプを高速で回す

業務は縦割り、ITは依頼待ち
顧客体験は改善されず、手続きは複雑
失敗を避ける“慎重文化”が強かった

口座開設 融資/投資 問い合わせ

データ基盤の刷新

顧客接点のデジタル化

モバイル

アプリ

デジタル

バンク
AIでの

パーソナライズ

クラウド AI

デジタル教育

8,000人以上の

リスキリング

ハッカソン開催

Digital X：Transformation

出典：DBS 世界最高のデジタル銀行: テクノロジー企業を目指した銀行の変革ジャーニー / https://toyokeizai.net/articles/-/688085?display=b
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成功事例の共通点

Digital X Transformation

働く人の意識改革を
最重要視している
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意識改革が実現できたポイント：良質な問いの存在

事例①：SELMERS社 事例②：DBS銀行

Amazonが銀行をやるなら
どうやるか？

レガシーシステムが本当に問題なのか？
そもそもの考え方ではないか？

顧客にどんな体験をしてもらったら
満足してもらえるか？

もし標準割合を今より10倍にできたら
誰がどれくらい嬉しいだろうか？

このままの働き方を続けることで、
5年後にリスクがないだろうか？

そもそも、特注であることが
本当に顧客が重視する価値なのか？
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変革を起こすための問いとは？

もし標準割合を今より10倍にできたら
誰がどれくらい嬉しいだろうか？

このままの働き方を続けることで、
5年後にリスクがないだろうか？

Amazonが銀行をやるなら
どうやるか？

レガシーシステムが本当に問題なのか？
そもそもの考え方ではないか？

顧客にどんな体験をしてもらったら
満足してもらえるか？

そもそも、特注であることが
本当に顧客が重視する価値なのか？

そもそもの前提を疑う問い

顧客起点・未来志向の問い

行動と自分事化を促す問い

他者・他社から学ぼうとする問い
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AI時代に重要性を増す、良質な問いを立てる力

AIの役割

選択肢を造る

膨大なデータを整理する
既存の情報を組み合わせる
指示されたことを処理する

問いを創る・判断する

答えを出すための問い
未来を創るための問い

AIの回答に対して判断する

人の役割
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持続可能な変革をし続けていくために：企業変革ピラミッド

働く人の意志が持続可能な変革の基盤となる

①
働きがい改革

➁
意識改革

➂
構造改革

④
事業改革

意思を持って

動く人を増やす

社内で改革活動が

自発的に生まれる

変革が起こりやすい

仕組みを作る

働きがい改革レイヤ：働くモチベーションを維持向上

するために、企業文化の醸成、労働環境の整備、マネジ

メント力の強化などが含まれます。

意識改革レイヤ：能動的かつ自律的に行動する習慣を

身につけること、多様性を理解し他人の意見を尊重する

心を身につけることなどが含まれます。

構造改革レイヤ：上記改革を進めるための組織構造や

役割の再定義、人事/評価制度の見直し、リスキリング

などが含まれます。

事業改革レイヤ：直接的にビジネスの変革に寄与する

レイヤで、市場ポジショニング再定義、新規ビジネス

検討、業務プロセスの見直しなどが含まれます。
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道路整備 vs 国の継続的発展

国の継続的発展

公的職業訓練校の講座
求職者→雇用創出者

規律を守り
真面目に仕事をする習慣

現地の雇用を生み出す
人間らしい仕事

日本の国際協力某国の国際協力

速くて綺麗だが技術は現地に残らず
補修が困難で依存から抜け出せない

道路整備
（某国の労働者と材料）

開発が遅く道路は凸凹で当初批判されたが
時が立ち感謝されている
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DXの本質は企業文化の変革

働く人が意志をもつこと

そのためには良質な問いが必要
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みなさんはどんな問いを立てて
進めていますか？
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本 資 料 に 関 す る お 問 合 せ

https://www.dentsusoken.comコンサルティング本部

シニアマネージャー

船山裕輔 funayama.yusuke@dentsusoken.com

mailto:funayama.yusuke@dentsusoken.com
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